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２０２１年、上田青年会議所は認承６０周年を迎え、本年はNEW VISIONの達成に向けた新たな１

年目の年となります。「修練」「奉仕」「友情」の三信条のもと、先達より引き継がれてきた想いを承継

し、次代に繋いでいく必要があります。 
明るい豊かな社会を実現するためには、個が成長し、組織の成長が必要です。また、目まぐるしく

変化する時代において変わるべきものと残すべき大切なモノ、コトがあります。どんな時代においても

適応し判断できる力を身につけ、仲間との交流や議論を通じることで互いに成長できるのが青年会

議所活動の醍醐味だと考えます。個が成長することで会社や社会にフィードバックし、組織としてより

地域に必要とされる存在となれるよう責務を全うしてまいります。そして、上田青年会議所の窓口とし

て事務、渉外活動を円滑に行い、メンバー一人ひとりが“J Cは楽しい”と感じてもらえるよう支援して

まいります。広報活動においては、単なる一方的な発信となるのではなく、効果的な発信を模索し、

継続性を持ち的確な情報発信を行うことで事業一つひとつを広く認識いただくとともに、J C活動に

関心を持っていただけるよう取り組んでまいります。 
個の成長を最大限支援し、参加しやすい環境づくりに配慮することで“生きろ。”を実践し、明るい

豊かな社会の実現に寄与してまいります。 

 

青年会議所とは、自身の成長を促し多くの学びを得る場であるとともに多くの出会いを得ることが

できる場と思います。 

多くの仲間たちと大きなことを成し遂げ、そしてそんな体験を共有し一生付き合える仲間が生まれ

ます。 

しかし昨年全世界に猛威を振るった新型コロナウイルス感染症はこの上田青年会議所圏域内

も例外ではなく地域の青年経済人の我々も事業へその影響を受けたところであります。しかし、こ

んなときだからこそ助け合えるのが仲間ではないでしょうか。 

その仲間、つながりを最大限に発揮しこの上田青年会議所圏域内をWithコロナ時代に在って

もより一層明るい豊かなまちづくりを行っていく必要があります。 

そんな社会を実現する、強靭な組織を作るために一人一人の資質向上を図る事業を上田青年会

議所の６０周年の節目として取り入れながら多くの仲間をこの上田青年会議所に集め大きなうねり

として運動を継続し、私たちは、先輩方がこれまで築き上げてこられたこの「上田青年会議所」とい

う伝統を守り、そして６０周年からさらにその先の未来まで地域に必要とされる組織づくりをしてい

きます。 

そして会員拡大には上田青年会議所のみならず日本中のLOMが常に継続した課題として持

ち続けていることから現在所属しているメンバー一人一人が、大きな危機感をもって組織の維持、

拡大に務めなければなりません。 

この団体が５年先、１０年先、より持続的かつ強固な組織となりうるためにまだ見ぬ多くの仲間が

必要です、そんな地域経済人達にこの青年会議所活動の意義と良さを伝え、発信し、そして選ば

れる組織となった時この会員拡大という長きにわたる課題が解決するのではないでしょうか。 


